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【動機】         

 小学校１年生の頃から宇宙に関する自由研究をしてきた。今年も宇宙に関する自由研究に取り組み星や

月を観察することが多くなったが、星や月は直ぐに動いてしまうので、うまく観察することができなかっ

た。そのため、星や月と一緒に望遠鏡やカメラも動く赤道儀をつくろうと思った。 

 

【方法】         

 正確に動くものを作るためには、モーターだけでなく、ＣＰＵも必要である。ＣＰＵについて詳しく調

べ、様々なプログラムを作り、最終的にモーターを制御するプログラムを作った。 

 

【結果】         

 設計通りに１分間で１回転するモーターのプログラムを作成した。それを組み込んだ自動で動く赤道儀

をつくることができた。 

 

【結論】         

 世の中の電気製品にはＣＰＵが使われており、これによって動作している。プログラムの書き方によっ

て回転数や秒数を自分で決めることができる。また、手動のものより自動のものの方がスムーズに動かせ

られ、良く観察することができた。 

 

【展望】         

 一定の速さで動くモーターを使った赤道儀をつくることができた。また、カメラのシャッターをＣＰＵ

を使うことで全自動化したり、赤道儀の応用として、天体の座標を入力したらカメラのその方向に向ける

機械を作ることも可能である。 

 


